
胃
匂
も
咽

ヰ
ニ
’
十
昼
‐
“
先
．
》
蛙
鎚
（
坐
霞

ル
ー
ム
バ
ー
グ
氏
が
こ
の
よ
う
に

発
言
し
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

「
も
し
も
あ
な
た
方
の
お
子
さ
ん

が
将
来
、
大
学
へ
行
く
か
配
管
工

に
な
る
か
迷
っ
て
い
た
ら
、
よ
く

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、

加
え
て
「
素
晴
ら
し
い
配
管
工
で

あ
る
な
ら
ば
、
価
格
決
定
権
を

持
っ
て
い
る
か
ら
だ
」
と
…
、

「
ラ
ス
ト
・
ワ
ン
・
マ
イ
ル
ジ
ョ

ブ
」
と
呼
ば
れ
る
「
そ
の
場
所
に

い
な
い
と
で
き
な
い
よ
う
な
仕

事
」
は
な
く
な
ら
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
水
道
や
下
水
の
配
管

工
事
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
よ
う
な

仕
事
の
代
表
格
だ
か
ら
で
す
。
１

マ
イ
ル
は
約
１
．
６
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
歩
い
て
二
十
分
、
自
動
車
な

ら
五
分
以
内
に
到
着
で
き
る
範
囲

で
す
。
実
際
に
手
間
暇
を
か
け
地

元
密
着
で
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
仕
事
で
あ
れ
ば
な

く
な
る
こ
と
も
な
い
と
い
う
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
。

一
方
、
今
年
生
ま
れ
た
子
ど
も

た
ち
は
、
大
人
に
な
っ
た
と
き
、

今
は
存
在
し
な
い
職
業
に
就
く
だ

ろ
う
と
予
想
す
る
学
者
も
い
ま
す
。

例
え
ば
「
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
プ
ロ

グ
ラ
マ
ー
」
な
ん
て
い
う
の
は
、

今
か
ら
一
○
年
前
に
は
存
在
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
じ
よ
う
に

今
は
な
い
新
し
い
仕
事
や
職
業
・

サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
る
と
考
え
る

と
楽
し
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

金
子
養
亮

毎
年
こ
れ
か
ら
先
の
予
定
を
立
て

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ど
う
な
っ
て
る
だ
ろ
う
か
？
自
分

は
ど
う
し
た
い
の
だ
ろ
う
か
？
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
書
き
出
す
わ

け
で
す
。
二
○
一
三
年
に
英
国

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
の
研
究

を
行
う
オ
ズ
ボ
ー
ン
准
教
授
が

論
文
「
雇
用
の
未
来
」
を
発
表

し
ま
し
た
。

米
国
労
働
省
の
デ
ー
タ
に
基

づ
い
て
、
将
来
十
か
ら
二
十
年

程
度
で
、
米
国
の
総
一
雇
用
者
の

約
四
十
七
％
の
仕
事
が
自
動
化

さ
れ
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う

結
論
で
し
た
。
機
械
に
よ
っ
て

と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
仕
事
は
多

岐
に
わ
た
り
、
表
の
よ
う
に
今

後
な
く
な
る
、
消
え
る
で
あ
ろ

う
職
業
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

実
際
、
日
本
で
も
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
で
の
自
動
化
も
進
ん
で

い
ま
す
。
セ
ル
フ
レ
ジ
も
増
え

て
き
ま
し
た
し
、
あ
る
回
転
寿

司
店
で
は
、
液
晶
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
っ
て
注
文
取
り
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
は
席
に
座
っ
た
ま

ま
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
表
示
さ
れ

た
商
品
を
選
択
し
て
注
文
で
き

る
の
で
す
。

注
文
し
た
商
品
は
レ
ー
ル
を

走
る
列
車
に
の
っ
て
席
ま
で
運

ば
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

仕
組
み
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で

ウ
ェ
イ
タ
ー
の
人
数
を
少
な
く

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い

ま
す
。一

方
、
前
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

長
で
実
業
家
の
マ
イ
ケ
ル
・
ブ

十
年
二
十
年
先
、
建
築
業
界
は

ざ
い
ま
す
、
代
表
の
金
子
で
す
。

も
う
す
ぐ
十
二
月
、
年
末
の
慌
た

だ
し
い
雰
囲
気
に
な
っ
て
き
ま
し

た
ね
。 い

つ
も
お
取
引
あ
り
が
と
う
ご

新
年
も
近
づ
く
こ
の
時
期
は
、

金子商会はお客様に

三つのゼロをご提案

･在庫コストゼロ

･現場待ち時間ゼロ

･現場の不満ゼロ

がんばれ １
●

設備応さん

営業時間祭日も営業中
月曜日～土曜日朝８時～夕方５時

祭日朝８時～１２時（午前中のみ）

(祭日の配達業務は行っておりません）

快適な暮らしは快適な現場作業から 日曜日は休業日とさせていただきます。

〒751-0859

山口県下関市川中本町2-7
電話番号Ｏ83-253-1138

ファックス０８３－２５３－２２４３

株式会社金子商会金子義亮ホームページhttp://kanekoshoukai・net／ Ⅱ 龍

十
年
後
に
残
る
仕
事
は
．
．
．

人工知能に代わられる主な仕事

電話営業員 タクシー運転手

手縫い裁縫師
法律事務所の

事務員、秘書

不動産ブローカー レジ係

税務申告書作成者
クレジットカードの

審査員

鰹璽担当者 小売営業員

生き残る仕事

ソーシャルワーカー 小学校の先生

聴覚訓練士 心理カウンセラー

作業療法士 人事マネージャー

口腔外科医（歯科医）
コンピューター

システムアナリスト

内科医 学芸員

保険契約の審査員 モデル 栄養士 看護師

不動産仲介業者
コールセンターの

オペレーター
外科医 聖職者

ローン審査員 飛び込みの営業員 振付師 マーケティング責任者

銀行窓口係 保険営業員 セールスエンジニア 経営者



2.5,6,10,16,25,

40,63,100

ＤｌＮ

(ドｲﾂ）

設
備
工
事
の
基
礎
知
識

呼び圧力規格名 呼称

JlS(日本） Ｋ’５K,10K,16K,20K,30KなどＫ

C'細|脇綴300、C'細|脇綴300、
ＡＳＭＥ

(ｱﾒﾘｶ）
Class

ち
な
み
に
Ｃ
‐
ａ
Ｓ
Ｓ
の

単
位
は
ポ
ン
ド
に
な
り
ま
す
。

１
ポ
ン
ド
は
約
○
．
４
５
キ

ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
の
で
、
例

え
ば
ク
ラ
ス
－
２
５
は
１
２

５
ポ
ン
ド
Ⅱ
約
５
６
キ
ロ
グ

ラ
ム
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

「
三
ｇ
」
は
メ
ガ
パ
ス
カ

ル
と
い
う
圧
力
を
表
現
す
る

C,細i柵淵2000など

2.5,6,10,16,25,

40,63,100 「
呼
び
圧
力
」
と
は
、
バ

ル
ブ
な
ど
の
圧
力
区
分
を
呼

称
す
る
た
め
の
表
示
に
な
り

ま
す
。

青
銅
か
鋳
鉄
か
ス
テ
ン
レ

ス
か
な
ど
材
質
に
よ
っ
て
、

最
高
許
容
圧
力
は
変
わ
っ
て

く
る
の
で
、
種
類
の
選
定
を

す
る
際
は
カ
タ
ロ
グ
な
ど
で

充
分
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

PＮPＮ

C,細i柵淵2000など
ＢＳ

(ｲギﾘｽ）
ＰＮ’2.5,6,10,16,25,40など

単
位
で
す
。
１
メ
ガ
パ
ス
カ
ル

は
１
○
○
○
キ
ロ
パ
ス
カ
ル
で

す
。
つ
ま
り
０
．
７
メ
ガ
パ
ス

カ
ル
は
７
○
○
キ
ロ
パ
ス
カ
ル

と
な
り
ま
す
。
１
パ
ス
カ
ル
は

１
平
方
メ
ー
ト
ル
に
対
し
１
Ｎ

（
ニ
ュ
ー
ト
ン
）
の
力
が
作
用

す
る
と
き
の
圧
力
に
な
り
ま
す
。

１
Ｎ
は
質
量
１
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
物
体
に
１
ミ
鳥
の
加
速
度

を
生
じ
さ
せ
る
力
に
な
る

．
：
っ
て
や
や
こ
し
い
で
す
ね
。

と
り
あ
え
ず
、
通
常
の
水
圧

検
査
の
場
合
、
ク
リ
ア
す
る
水

圧
が
１
冨
冒
ほ
ど
で
す
か
ら
、

１
０
Ｋ
か
、
ク
ラ
ス
－
２
５
以

上
の
バ
ル
ブ
で
あ
れ
ば
大
丈
夫

だ
と
考
え
て
○
Ｋ
で
し
ょ
う
。

■
バ
ル
ブ
の
種
類

こ
こ
で
は
、
水
道
設
備
配
管

で
よ
く
使
用
さ
れ
る
三
つ
の
種

類
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１
‐
ゲ
ー
ト
バ
ル
ブ

流
体
の
流
れ
を
仕
切
る
構

造
か
ら
き
た
名
称
で
す
。
バ
ル

ブ
の
ボ
デ
ー
（
弁
箱
）
に
収
納

さ
れ
た
円
盤
上
の
ジ
ス
ク
（
弁

体
）
が
流
路
に
対
し
て
直
角
に

移
動
し
て
開
閉
を
行
う
も
の
で

ＪＩＳ青銅製呼び圧力5Ｋ 120.〔以下の静流水でO7Mpaまで使用可能

JlS青銅製呼び圧力10Ｋ 120.〔以下の静流水で1.37Mpaまで使用可能

ASMEWCB材ｸﾗｽ125 -19~38｡〔で1.18Mpsまで使用可能

ASMEWCB材ｸﾗｽ150 -19~38℃で1.96Mpsまで使用可能



す
。
全
開
か
全
閉
で
使
用
し

ま
す
。
別
名
「
ゲ
ー
ト
弁
」

「
ス
リ
ー
ス
弁
」
金
子
商
会

の
在
庫
で
は
「
Ｌ
」
「
Ｍ
」

「
Ｆ
Ｈ
」
な
ど
が
こ
れ
に
あ

た
り
ま
す
。

２
．
グ
ロ
ー
ブ
バ
ル
ブ

ボ
デ
ー
を
球
状
に
し
て
い

る
こ
と
か
ら
グ
ロ
ー
ブ
バ
ル

ブ
（
球
形
弁
）
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
ボ
デ
ー
内
部
に
隔

壁
が
あ
り
ま
す
。
流
体
の
流

れ
を
止
め
る
に
は
、
隔
壁
に

設
け
ら
れ
た
シ
ー
ト
面
に
ジ

ス
ク
を
押
し
付
け
開
閉
を
行

う
構
造
で
す
。
ジ
ス
ク
の
形

状
を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
流

星
一
を
調
整
す
る
「
コ
ン
ト

夕

か
ら
気
密
性
が
得
ら
れ
ま
す

が
、
高
温
領
域
の
使
用
に
は

制
限
が
あ
り
ま
す
。
「
オ

ン
。
オ
フ
動
作
」
に
適
し
て

い
ま
す
。
バ
ル
ブ
の
構
造
や

材
料
か
ら
中
間
開
度
で
の
使

用
に
は
適
し
て
い
ま
せ
ん
。

別
名
ボ
ー
ル
弁
。
流
路
を
変

え
る
三
方
弁
と
い
う
も
の
も

あ
り
ま
す
。
「
Ｓ
２
」

「
Ｔ
」
「
Ｔ
Ｎ
」
「
各
種
逆

止
ボ
ー
ル
弁
」
を
在
庫
し
て

い
ま
す
。

□
－
ル
動
作
」
閉
ま
た
は
開

で
使
用
す
る
「
オ
ン
。
オ
フ

動
作
」
ど
ち
ら
に
も
利
用
で

き
ま
す
。
別
名
「
ジ
ス
ク
バ

ル
ブ
（
ジ
ス
ク
入
り
グ
ロ
ー

ブ
バ
ル
ブ
）
」
「
ス
ト
ッ
プ

バ
ル
ブ
」
在
庫
で
は
「
Ｇ
」

「
Ｋ
」
「
Ｊ
」

Ｓ
・
ボ
ー
ル
バ
ル
ブ

球
状
の
弁
で
、
ボ
デ
ー
の
弁

座
に
ソ
フ
ト
シ
ー
ル
を
組
み

込
む
構
造
で
す
。
開
閉
の
操

作
は
レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
を
９

○
度
回
転
さ
せ
る
こ
と
で
流

体
を
止
め
た
り
流
し
た
り
す

概念j､押し種ける』

、＃~

&蕊-鐘４Ｋ
砥 睦 塁 塾

概念j､押し種ける』

、＃~

&蕊-鐘４Ｋ
砥 睦 塁 塾

ー

■一画

|､耀塾

も
ち
ろ
ん
、
下
か
ら
上
向
き
に

流
れ
る
縦
配
管
に
も
使
用
で
き

ま
す
。
弊
社
在
庫
と
し
て

「
○
」
「
Ｒ
」
が
あ
り
ま
す
。

的 的料シソ
な °の｜フ
性 物機ルト
質理械材

はみだし基礎知識

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「グローブ・パルプ」の

ゲ'□－ブは、野球のグローブ

を意味する「glove」ではな
く、球・球体・地球という意

味の「globe」になります。

チ
ャ
ッ
キ
バ
ル
ブ
（
右

図
）
は
、
流
体
の
流
れ
を
常

に
一
定
方
向
に
保
ち
、
逆
流

を
防
止
す
る
た
め
の
機
能
を

持
つ
バ
ル
ブ
で
す
。
円
盤
状

の
ジ
ス
ク
の
一
端
を
「
蝶
つ

が
い
形
式
」
に
し
て
、
ボ

デ
ー
な
ど
に
吊
る
し
自
由
に

動
く
構
造
で
、
圧
力
損
失
が

小
さ
く
、
流
体
が
流
れ
や
す

い
構
造
で
す
。
水
平
配
管
は

厩意『回転させる」

４
．
チ
ャ
ッ
キ
バ
ル
ブ

ス
イ
ン
グ
チ
ャ
ッ
キ
。
リ

フ
ト
チ
ャ
ッ
キ
・
ウ
エ
ハ

チ
ャ
ッ
キ
な
ど
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。

５
．
そ
の
他
の
バ
ル
ブ

ス
ト
レ
ー
ナ
は
バ
ル
ブ
と
は

違
い
ま
す
が
、
異
物
な
ど
を
取

り
除
く
目
的
で
使
用
し
ま
す
。

Ｙ
形
ス
ト
レ
ー
ナ
を
在
庫
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
金
子
商
会
で
は
在
庫

し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
バ
タ
フ

ラ
イ
バ
ル
ブ
・
ヘ
ポ
ー
ト
バ
ル

ブ
な
ど
の
特
殊
な
バ
ル
ブ
も
あ

り
ま
す
。
プ
ラ
ン
ト
や
工
場
の

特
殊
な
現
場
で
使
用
さ
れ
ま
す
。

『一一

一
■
ｍ
Ｐ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｍ
．
‐
Ｉ
い
り
。
．
ｒ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
１
０
１
１
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
ｒ
Ｉ
８
ｌ
ト
ー
ト
ー
１
１
１
他
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
１
ｌ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
距
口
昨
い
い
‐
Ⅱ
Ⅱ
１
１
肺
１
１
個
一

Ｊ
Ｊ
一
三
一
撫
錐
三
Ｊ
、

｜
雫
畢
重
一
基
一

概念『スライドさせる』

母

屋雲重|』



●・画’

灘猟Ｉ

■
オ
ン
ダ
継
手
用

保
温
カ
バ
ー
の
在
庫

始
め
ま
し
た
。

ユ
ニ
テ
ッ
ク
の
強
力
補
修
材
ラ

ピ
ッ
ド
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
在
庫
始
め

ま
し
た
。
液
体
と
粉
末
を
混
合
し

て
使
用
し
ま
す
。
数
十
秒
で
硬
化

ネ
オ
レ
ス
ト
な
ど
節
水
タ
イ
プ

の
便
器
を
設
置
す
る
と
き
に
、
こ

の
治
具
の
圧
力
計
を
読
み
、
設
置

が
可
能
か
ど
う
か
判
断
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

IL画一

!一５

■
ラ
ピ
ッ
ド
フ
ィ
ッ
ク
ス
の

在
庫
始
め
ま
し
た
。

■
水
圧
測
定
治
具
、

在
庫
始
め
ま
し
た
。

Ｈ
Ｈ
１
５
０
０
３

お
燕
ら
せ腸

！

淫

一

ｱ貢.頚

ｉ△烏蕊!。
l屋毒憲幾騨悪iii蕊Ｉ

Ⅱ

レ
ク
タ
ー
ア
ー
ロ
ン
テ
ー
プ
、
レ

ク
タ
ー
シ
ー
ル
エ
ポ
キ
シ
万
能
パ
テ
、

ハ
イ
テ
ー
プ
な
ど
、
各
種
水
漏
れ
用

蒸
気
漏
れ
用
な
ど
の
配
管
補
修
材
を

在
庫
し
て
い
ま
す
。
ご
使
用
の
場
所

や
目
的
に
合
わ
せ
て
サ
イ
ズ
を
お
選

び
く
だ
さ
い
。

■

し
、
耐
熱
温
度
は
マ
イ
ナ
ス
５
５
度

か
ら
９
５
度
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

’－－

■
ユ
ニ
テ
ッ
ク

各
種
補
修
材
在
庫
中

南

エ
ル
ボ
。
チ
ー
ズ
。
ス
ト
レ
ー

ト
タ
イ
プ
の
継
手
部
分
用
の
保
潟

カ
バ
ー
で
す
。
イ
ン
シ
ュ
ロ
ッ
ク

（
結
束
バ
ン
ド
）
で
固
定
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
サ
イ
ズ
は

１
３
用
に
な
り
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
金
子
商

会
に
常
時
在
庫
し
て
い
る
部
材
や

と
り
よ
せ
可
能
な
資
材
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
他
に
も
ご
希
望
の
吊

物
が
あ
り
ま
し
た
ら
弊
社
営
業
ま

で
ご
質
問
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

廉
価
品
と
高
級
タ
イ
プ
（
写

真
）
の
２
タ
イ
プ
を
在
庫
す
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

■
コ
ー
キ
ン
グ
ガ
ン
高
級
タ
イ
プ

在
庫
始
め
ま
し
た
。

今
月
も
金
子
商
会
を
ご
利
用

０
１

い
提
憎
さ
士
叫
叫
‐
が
・
と
う
ご
ざ
い

十
千
ケ
一
弐
『
．
◎

失
月
末
う
ち
の
長
友
が
十
二

歳
の
誕
生
日
を
む
か
え
ま
し
だ
。

学
校
の
友
憎
宮
が
同
じ
誕
生
日

で
、
さ
ら
に
芝
の
日
が
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
と
い
う
こ
と
で
、
為
，
友

達
を
た
く
さ
ん
呼
ん
で
ち
ょ
っ

と
し
た
誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
き
ま
し
た
。
私
は
男
四
人
兄

ｗ
弟
ぜ
っ
た
の
で
、
小
さ
い
ご
ろ

友
達
と
一
緒
に
パ
ー
テ
ィ
ー
と

い
う
よ
う
な
こ
と
は
し
だ
ご
と

は
な
か
っ
た
の
で
と
て
も
新
鮮

で
し
た
。

の
ん
び
り
日
記
一
一

一
一
遼
一
牽
雫

繍
爆
鶴
捕

り
し
牌
睡
峰
憾
睡
岬
”
い
い
い
‐
‐
‐
‐
‐
」
Ⅲ

小
学
校
で
は
長
友
の
最
後
の
音

楽
発
表
会
が
行
わ
枚
て
姉
妹
揃
っ

て
演
奏
を
し
て
い
ま
し
た
。
奥
さ

ん
が
気
が
つ
い
た
ご
と
に
は
、
指

道
房
失
生
が
演
奏
が
無
事
仁
終

わ
っ
た
あ
と
涙
を
流
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
よ
ほ
ど
教
え

る
の
が
大
変
借
っ
た
ん
信
弓
う

な
ぁ
…
、

代
表
金
子
曇
亮

一
一
遼
一

繍
爆
畿
挿

，
減
蝋
零
鋒
‐
Ｉ
Ｌ


